
令和８年度 第４８回東海中学校総合体育大会卓球大会 

出場チーム事前資料 
Ｒ８ 岐阜県中体連卓球専門部 

1. 日程等について 

８月７日（金） ８月８日（土） ８月９日（日） 

１５：００～ 

 １６：００ 

会場見学 ７：１５～ 

８：１５～ 

８：２０～ 

８：４５～ 

９：００ 

駐車場開錠 

開場・受付 

選手練習 

開始式 

競技開始 

７：１５～ 

８：１５～ 

８：２０～ 

８：４５～ 

９：００ 

駐車場開錠 

開場・受付 

選手練習 

開始式 

競技開始 

 

・東美濃ふれあいセンターの駐車場は 7:15 頃に開錠予定です。開錠前に駐車場前に自動車で並ぶこと

がないようにしてください。（一般車両の交通の妨げになります） 

・開場は１階と２階の２つの入口とも同時刻に行います。走らずに入場してください。 

・受付は１階入り口前で行います。各チームの代表者は必ず受付を行ってください。 

・選手変更や棄権，プログラム訂正等ありましたら，受付に申し出てください。 

・監督会議は行いません。事前資料や大会プログラムで諸注意等を確認してください。 

・開始式は諸連絡（競技場の注意，進行上の注意，会場使用上の注意，連絡）とします。第１試合が

あるチームや選手は，練習時間終了後，コートのベンチで待機してください。 

・表彰式は両日とも全試合終了後に行います。団体戦の上位４チーム，個人戦の第３位入賞選手と全

国大会通過選手は参加してください。 

・タイムテーブルは試合進行の参考資料です。適宜場内アナウンスを聞いて移動をしてください。 

 

2. 会場使用上の注意 

・競技フロアでは競技シューズ，それ以外は下足で過ごすことを徹底してください。 

・観客席はチームや個人戦の控え席として，各県指定された場所を使用してください。 

・応援席は指定しません。観客席の最前列は荷物などを置かず，応援席として使用してください。 

・ゲーム間の水分補給は可能です。ただし，フロアにこぼさないようにしてください。また，ドリン

ク類はふたのついたものとしてください。缶，パック類のものは持ち込み禁止とします。 

・フロア内でのビデオ，カメラ，携帯電話，タブレット等の使用は禁止（競技役員は例外とする）と

します。ビデオ撮影によるライブ放送等についても禁止とします。 

・個人のごみは必ず持ち帰ってください。 

・チーム及び個人の所持品や貴重品は監督・引率者に預けるなど，各自の責任で保管してください。 

・場内に掲示できる幕や旗は，規定内のものについては，観覧席前に付けることができます。手すり

に紐でくくりつけてください。（養生テープなどで貼ることは不可です）また，のぼりを使用するこ

とはできません。 

・東海大会前日の８月７日（金）に事前に会場見学を希望する場合，右のＱＲ

コードのアンケートに入力してください。【入力締切：８月６日（木）17 時】

見学できる時間帯は 15時～16 時とします。ただし，会場で練習することはで

きません。 

 

 



・駐車場は，第３駐車場（主にバス）・第４駐車場・第５駐車場が使用できます。駐車場には限りがあ

るので，特に１日目の団体戦についてはバスを利用しての来場をお願いします。また，第３～５以

外の駐車場は他競技大会実施の関係で使用できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・練習会場はありません。８：２０から８：４５の競技会場での練習のみとします。練習場所は以下

のコートとします。 

コート番号 県 コート番号 県 

１～４ 愛知県女子 １７～２０ 愛知県男子 

５～８ 岐阜県女子 ２１～２４ 岐阜県男子 

９～１２ 静岡県女子 ２５～２８ 静岡県男子 

１３～１６ 三重県女子 ２９～３２ 三重県男子 

 

3. 団体戦について 

・予選リーグ及び決勝トーナメントのすべての試合を５ゲームマッチで行います。また，すべて３ポ

イント先取で勝利とし，勝敗が決まったら対戦を終了してください。 

・予選リーグは２台並行で，決勝トーナメントは３台並行で実施します。（予選リーグは隣の台が空い

たら３台進行とすることもある） 

・オーダー用紙は，第１試合目は８：４５までに，それ以外の試合はそれぞれの試合の１５分前まで

に，進行席横の「オーダー提出所」へ提出してください。ただし，試合が長引いてタイムテーブル

より遅れた場合は，前の試合の終了５分後までとします。また，決勝トーナメント準決勝以降のオ

ーター提出は，対戦チーム決定５分後までとします。 



・オーダー用紙には略字を使わず楷書で丁寧な字で記入してください。また，氏名は必ずフルネーム

で記入してください。 

・決勝トーナメントは予選リーグの結果に基づいて抽選を行ったうえでの試合とします。決勝トーナ

メントの抽選は，予選リーグ全ブロック終了時に各チームの代表１名によって行います。 

 

4. 個人戦について 

・すべての試合を５ゲームマッチで行います。 

・第１試合はタイムテーブル通りに入り，その後１回戦の２試合目から３回戦までは放送によるアナ

ウンスで試合に入ってください。 

・審判は，１回戦の２試合目から３回戦までは敗者審判とし，第１試合と４回戦以降は審判員による

審判とします。 

 

5. 大会運営上の注意 

・フロアに降りることができるのは，選手・監督・アドバイザー・大会役員・審判員です。監督・ア

ドバイザーが競技フロアにいる時には，受付で配付するネームホルダーを見える位置に身につけて

ください。ネームホルダーがない場合，退場していただきます。 

・団体戦は監督１名，アドバイザー１名（アドバイザー確認書の者）と選手以外はフロアへ入場でき

ません。 

・個人戦は選手１名につき，アドバイザー（監督またはアドバイザー，同チーム登録選手）を１名つ

けることができます。ただし，各台のイスに座ってください。（試合中のアドバイザーの移動は許可

するが，交代は認められない）＊東海大会団体戦登録選手もアドバイザーとなることができる。 

・個人戦の日，朝の練習時に練習相手のいない選手は，帯同生徒および監督・アドバイザーでない大

人との練習を認めます。（事前申請は必要ありませんが，練習時間終了後ただちにフロアから退出し

てください） 

 

6. 競技上の注意 

◎現行の日本卓球ルール及び東海中学校卓球大会規則に準じて実施します。（以下，注意点を記

す。） 

○サービスについて（1.6 を踏襲する） 

・サービスは，サーバーがフリーハンドの手のひらを開いて静止させ，その上にボールをつかむこ

となく自由に転がせる状態でのせたまま開始されなければならない。（1.6.1） 

・サーバーは，その後すぐに，ボールがフリーハンドの手のひらから離れた後，16cm 以上上昇し打

球される前になにものにも触れずに落下するように，ボールに回転を与えることなくほぼ垂直に

ボールを投げ上げなければならない。（1.6.2） 

・サーバーは，ボールが落下する途中を打つものとし，そのボールが最初の自領コートに触れた

後，レシーバーのコートに直接触れるように打球する。（1.6.3） 

・サービスが開始されてから，ボールが打たれるまでの間，ボールは常にプレーイングサーフェス

よりも高い位置で，かつサーバー側のエンドラインの後方になければならない。またその間，サ

ーバーまたはダブルスのパートナーの体の一部または着用している物で，ボールをレシーバーか

ら隠してはならない。（1.6.4） 

・ボールが手のひらから離れたら，すぐにフリーアームとフリーハンドを，ボールとネットとの間

の空間の外に出さなければならない。（1.6.5） 



○休憩，タイムアウトについて（2.4.4 を踏襲する） 

・団体戦，個人戦ともに，競技者はゲームとゲームの間で休憩時間（１分以内）をとることができ

る。ただし，コートを離れてのアドバイスを受けてはならない。 

・競技者または組は，個人戦の１マッチ（団体戦においては個々のマッチ）において１分以内のタ

イムアウトを１回要求することができる。（2.4.4.2）ただし，団体戦において，複数台を使用し

ている場合，監督だけでなくアドバイザーもタイムアウトを要求することができることとする。

（１台進行の場合はアドバイザーにタイムアウトを要求する権限はない） 

 

○その他（ルールに関して） 

・選手（団体のみ），監督，アドバイザーの変更があるチーム（者）は，「選手（団体）・監督・アド

バイザー変更届」を記入の上，開始式前までに，審判長に提出すること。（監督・アドバイザーを

変更する場合，アドバイザー確認書（校長印や代表者印必須）も提出してください。） 

・ラケットやラバーは公認されたものでなければならない。ただし，未公認のラケット・ラバーを

使用する場合は，開会式前までに「外国製ラケット等使用許可願」を審判長に提出し，許可を受

けること。また，許可された際に渡される「外国製ラケット等使用許可書」を大会期間中持ち歩

き，試合前に審判および相手選手に提示すること。 

・試合球は，VICTAS の VP40+３スターと Nittaku のプラ３スタープレミアムの選択制とする。（団体

戦はチーム選択とする）ただし，選球所は設けず，審判セットの中に２種類常備しておく。 

・試合前の練習は，全日程を通して１分を限度とする。 

・団体戦の監督は男女兼任でもよいが，同時進行の場合は他方への移動を認める。ただし，試合途

中での交代は認めない。 

・個人戦のアドバイザーは，試合開始前に選手と同行することとする。ただし，２か所以上で同時

に試合が行われている場合，他方のベンチが空席である場合にのみ移動を認める。ただし，試合

途中での交代は認めない。 

・ベンチ内でのスマートフォンやタブレット，電子機器の使用は不可とする。それらのものを使っ

ての外部からアドバイスは禁止とする。 

・促進ルールは，１ゲームのランニングタイムが 10 分に達した時点で適用する。 

・ユニフォームは公認ユニフォームとし，所属中学校・チームに関係のない文字やシンボルマーク

のあるユニフォームの着用は認めない。監督，アドバイザーもこれに準ずる。 

・団体戦におけるユニフォームは，予選リーグ・決勝トーナメントともにすべて揃えることとす

る。ショーツは同色であれば可とする。 

・競技用シャツ，ショーツ，スカートの主たる色は使用するボールの色と明らかに違う色でなけれ

ばならない。＊競技者だけでなく，監督，アドバイザー，審判員の服装も，これに準ずる。 

・着用するユニフォームは２着以上準備して大会に参加すること。（対戦する競技者あるいはチーム

が似かよった服装である場合，双方の話し合いにより変更していただきます。互いに服装を代え

ることに同意しない場合は，くじ（拳）により，変更する競技者またはチームを決めます。） 

・団体戦，個人戦のベンチでは着席して応援すること。立ったままでの応援等はしないようにする

こと。 

・チーム番号やアルファベット，選手番号が若いチームや選手が進行席側に座ることとする。ただ

し，互いの合意があればベンチの場所を交代してもよい。 

・競技者や監督，アドバイザーは，相手競技者に対し不当な影響を与え，観客に不快感を与え，ま

たはそのゲームの評判を落とすような，くせや態度を慎まなければならない。その行為とは，大



声で叫んだり，汚い言葉を使い，故意にボールを潰す，競技領域外に打って出す，卓球台やフェ

ンスを蹴る，競技役員の指示を無視するなどが含まれる。（2.5.2.1） 

 

7. 組み合わせについて 

８月４日（火）の組み合わせ会議終了後の８月５日（水）の夜までに，岐阜県中学校体育連盟のウ

ェブサイトと岐阜地区卓球協会のウェブサイトに組み合わせをアップします。組み合わせ会議後から

アップまでの問い合わせには対応しかねます。 

 

8. その他 

・アドバイザー確認書は職印（代表者印）が必要となります。変更届への押印は不要ですが，アドバ

イザーを変更する場合はアドバイザー確認書（要職印（代表者印））を合わせて提出してください。 

・東海大会，全国大会は指定宿泊となります。要項の宿泊案内を確認の上，確実に守ってください。 

・台風接近に伴い対応『大会実施要項１４留意事項（１）（２）（３）』に記載のように，午前６時に開

催地（岐阜県中津川市）に暴風警報や特別警報が発令されているかどうかが基準となります。やむ

を得ない場合，競技方法を変更して行ったり，『卓球要項１０その他（４）』のような対応をしたり

することをご承知おきください。緊急連絡等は，岐阜県中学校体育連盟ウェブサイト上および岐阜

地区卓球協会ウェブサイト上に情報をアップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜タイムテーブル＞ 



＜大会会場図＞ 

 



＜エントランスフロア図＞ 

 



外国製ラケット等使用許可願 
第４８回 東海中学校卓球大会 

審判長 様 

申請選手名  

チーム名・県 ・      県 

出場種目 
○で囲む 

男子団体 ・ 女子団体 ・ 男子個人 ・ 女子個人 

申請日 令和８年    月    日（     ） 

 

下記のラケット・ラバーが外国製品等のため，本大会期間中での使用許可を願います。 

メーカー  

製品名  

＊許可書の欄も記入の上，審判長に提出してください。 

 

外国製ラケット等使用許可書 
下記の外国製品等の大会期間中（東海中学校卓球大会）における使用を許可しました。 

審判長         印  

申請選手名  

チーム名・県 ・      県 

出場種目 男子団体 ・ 女子団体 ・ 男子個人 ・ 女子個人 

メーカー  

製品名  

 

＊この使用許可書は大会期間中携帯し，試合開始前に必ず審判員と対戦相手に提示すること。提示を拒否した場

合は，そのラケットでの出場権を失効する。また，申請以外の外国製ラケット等を使用する場合，改めて申請

書を提出すること。 


